
 

平
成
三
十
年
四
月
十
日
、
山
梨
県
立
農
林
高
等
学
校
入
学
生
百
五
十
名
が
深
澤
校
長
先
生
よ
り

入
学
を
許
可
さ
れ
ま
し
た
。
近
年
に
な
い
高
倍
率
の
入
試
を
突
破
し
、
晴
れ
て
本
校
の
門
を
く
ぐ

っ
た
新
入
生
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
決
意
を
胸
に
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
頑
張
っ
て
い
ま
す
。 

専
門
学
科
の
学
習
に
基
づ
き
将
来
に
向
け
て
取
り
組
む
生
徒
、
部
活
動
に
励
む
生
徒
、
本
校
な

ら
で
は
の
農
業
ク
ラ
ブ
活
動
に
い
そ
し
む
生
徒
と
、
農
林
高
校
で
頑
張
る
の
だ
、
目
指
す
自
分
に

な
り
た
い
と
い
う
強
い
思
い
が
日
々
の
前
向
き
で
積
極
的
な
姿
勢
か
ら
感
じ
ら
れ
ま
す
。
特
に
専

門
学
科
の
学
習
は
、
専
門
性
が
高
く､

難
し
い
こ
と
も
多
い
中
、
実
験･

実
習
と
い
っ
た
実
践
を
通

し
て
、
学
ぶ
喜
び
を
体
感
し
て
い
ま
す
。
特
に
本
年
度
か
ら
は
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
帳
を
導
入
し
、
大

切
な
こ
と
を
メ
モ
す
る
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
、
日
々
を
振
り
返
り
、
今
後
の
見
通
し
を
持
っ

た
生
活
す
る
と
い
う
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
の
育
成
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
入
学
し
て

二
ヶ
月
あ
ま
り
で
す
が
、
学
び
を
実
感
し
、
成
長
の
気
づ
き
を
得
て
、
さ
ら
に
意
欲
を
増
し
て
い

る
一
年
生
の
姿
に
触
れ
る
に
つ
け
、
大
変
頼
も
し
く
感
じ
て
い
ま
す
。
良
き
友
を
得
て
、
お
互
い

の
良
さ
を
見
つ
け
、
磨
き
合
い
高
め
合
う
高
校
生
活
と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、
職
員
一
同
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
一
学
年
主
任 

小
澤
典
子
） 

 
 
 

 
 
 
 

 
 

オ
ン
リ
ー
ワ
ン
農
業
高
校
と
し
て
、 

緑
豊
か
な
環
境
で
一
人
ひ
と
り
を
伸
ば
す 

校
長 

深
澤 

眞
悟 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

こ
の
冬
の
寒
さ
は
厳
し
く
、
一
方
春

の
花
々
は
色
濃
く
鮮
や
か
で
、
美
し
さ

も
例
年
以
上
と
思
え
ま
し
た
。
早
く
初

夏
の
気
候
と
な
り
、
植
物
の
成
長
も
進

み
豊
か
な
農
産
物
の
恵
み
も
多
く
な

り
ま
し
た
。
収
穫
の
喜
び
を
感
じ
る
こ

の
頃
で
す
。
私
も
、
校
長
と
し
て
２
年

目
の
勤
務
と
な
り
、
チ
ー
ム
農
林
と
し

て
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
生
徒
た
ち 

の
教
育
に
携
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今
年
も
実
り
あ
る
年
と
し
て 

誠
心
誠
意
取
り
組
み
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

本
校
は
、
今
年
創
立
114
周
年
を
迎
え
た
県
内
で
も
屈
指
の
伝
統
校
で

あ
り
ま
す
。
県
下
唯
一
の
農
業
単
独
高
校
と
し
て
、
５
学
科
を
設
置
し

て
お
り
ま
す
。
そ
の
専
門
領
域
は
広
く
、
産
業
と
し
て
は
、
園
芸
、
林

業
、
農
業
土
木
、
造
園
、
食
品
製
造
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
生
命
や
環

境
、
食
な
ど
の
地
域
資
源
と
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
＝
農
学
系
の
科
学
・

技
術
・
技
能
の
学
び
を
柱
と
し
て
お
り
ま
す
。
山
梨
県
の
自
然
資
源
や

社
会
地
域
資
源
を
持
続
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な
教
育
機

関
だ
と
考
え
て
お
り
ま
す
。 

ま
た
、
生
徒
に
と
っ
て
社
会
で
働
く
上
で
の
、
健
全
な
勤
労
観
や
職

業
観
を
育
み
、
一
人
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
を
図
る
教
育
を
行
っ

て
お
り
ま
す
。
今
年
は
、
各
自
が
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
手
帳
を
持
ち
自
分
自

身
の
タ
イ
ム
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
す
る
取
組
を
始
め
ま
し
た
。
今
後
の
成

果
が
楽
し
み
で
す
。 

各
学
科
の
専
門
領
域
で
は
、
実
学
に
基
づ
い
た
実
習
・
実
験
を
重
視

し
、
ま
さ
に
「
な
す
こ
と
に
よ
っ
て
学
ぶ
」
こ
と
で
経
験
知
を
高
め
、

知
の
深
化
と
活
用
す
る
力
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
特
色
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
た
、
教
科
の
基
礎
基
本
を
補
う
取
り
組
み
や
チ
ャ
レ
ン
ジ

テ
ス
ト
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
に
続
き
、
学
ぶ
意
欲
の
高
い
生
徒

の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
、
放
課
後
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
を
実

施
し
ま
す
。
内
容
は
進
学
・
就
職
試
験
対
策
、
資
格
取
得
な
ど
の
講
座

で
、
生
徒
の
自
主
参
加
で
あ
り
ま
す
。
生
徒
と
教
職
員
が
学
び
を
介
し

さ
ら
に
信
頼
関
係
を
高
め
る
こ
と
に
も
つ
な
が
る
も
の
で
す
。 

 

早
め
の
進
路
指
導
に
も
取
り
組
み
、
卒
業
生
の
就
職
や
進
学
は
確
実

に
保
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
生
徒
た
ち
の
が
ん
ば
り
や
高
校
生
活
で
身
に

付
け
た
確
か
な
キ
ャ
リ
ア
と
そ
し
て
企
業
や
進
学
先
で
、
卒
業
生
の
信

頼
や
本
校
の
信
頼
が
あ
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

ま
た
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
を
高
め
る
仕
組
み
と
し
て
の
１

年
次
は
学
科
の
枠
を
外
し
た
ミ
ッ
ク
ス
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。
農
業
ク
ラ
ブ
の
意
見
発
表
会
な
ど
の
機
会
も
あ
り
ま
す
。
課

題
を
探
究
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
も
、
す
べ
て
の
学
科
で
行
っ
て
お

り
ま
す
。
資
格
取
得
を
目
指
す
者
は
多
く
、
自
ら
の
キ
ャ
リ
ア
向
上
に

も
意
欲
的
で
す
。 

こ
の
学
び
舎
で
時
を
越
え
て
、
多
く
の
生
徒
や
教
職
員
が
汗
を
か

き
、
緑
化
推
進
日
本
一
と
な
っ
た
本
校
の
伝
統
は
、
汗
と
感
動
の
共
有

と
協
働
を
全
校
で
実
践
す
る
活
動
と
し
て
、
白
楊
祭
な
ど
の
学
校
行
事

な
ど
で
も
生
き
て
お
り
ま
す
。 

本
校
に
し
か
で
き
な
い
学
び
を
さ
ら
に
充
実
さ
せ
、
今
後
も
社
会
に

貢
献
で
き
る
人
材
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
確
実
な
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
に
導
く
本
校
の
教
育
に
今
後
と
も
ご
理

解
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

○
１
年
４
組 

藤
本 

天
馬 

 

農
林
高
校
に
入
学
し
て
、
一
ヶ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
新
し
い
友
達
や
先
生
、
慣
れ
な
い
校
舎

や
農
業
に
特
化
し
た
専
門
授
業
。
あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
が
、
本
当
に
色
々
詰
ま
っ
た
一
ヶ
月

で
し
た
。 

 

こ
れ
か
ら
、
個
性
豊
か
な
仲
間
達
と
農
林
高
校
の
伝
統
を
共
に
学
び
、
先
生
方
の
教
え
や
言

葉
を
し
っ
か
り
と
自
分
の
物
に
し
て
生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

農  林  高  校  新  聞 
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○
１
年
５
組 

清
水
貞
通 

 

１
年
５
組
は
と
て
も
楽
し
く
明
る
い
雰
囲
気
で
男
女
問
わ
ず
仲
の
良
い
ク
ラ
ス
で
す
。
ま

た
、
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
ク
ラ
ス
で
も
あ
り
や
る
時
は
や
る
、
楽
し
む
時
は
楽
し
む
し
っ
か
り
と

し
た
ク
ラ
ス
で
す
。
私
は
と
て
も
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
い
る
と
感
じ
ま
す
。
皆
さ
ん
も

ど
う
で
す
か
？
農
林
高
校
で
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
農
林
高
校
で
皆
さ

ん
の
人
生
の
３
年
間
を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
？
農
業
高
校
で
し
か
味
わ
う
こ
と
の
で
き
な
い

も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
農
林
高
校
に
来
て
く
だ
さ
い
。 

○
１
年
３
組 
田
中 

佑
奈 

 

入
学
式
当
日
、
私
は
と
て
も
不
安
で
し
た
。
友
達
が
で
き
る
か
、
ク
ラ
ス
に
は
馴
染
め
る
か
、

色
々
と
考
え
て
し
ま
い
、
あ
ま
り
学
校
に
行
き
た
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最
初
は
知
ら
な
い

人
ば
か
り
で
と
て
も
緊
張
し
ま
し
た
。
し
か
し
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
、
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
や
学
科

の
子
と
話
す
よ
う
に
な
り
毎
日
が
楽
し
く
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
３
年
間
、
周
り
の
人
と
助

け
合
い
な
が
ら
楽
し
く
思
い
出
に
残
る
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

○
１
年
１
組 

滝
田 

凜 
 

「
行
き
た
く
な
い
」
私
は
入
学
式
前
日
に
言
い
ま
し
た
。
友
達
作
り
が
少
し
苦
手
だ
っ
た
の

で
不
安
し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。 

 

入
学
式
当
日
、
重
い
足
取
り
で
農
林
高
校
に
向
か
い
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
発
表
で
知
っ
て
い
る

人
は
ほ
と
ん
ど
い
な
く
、
と
て
も
不
安
で
し
た
。
し
か
し
そ
の
不
安
は
一
変
し
、
楽
し
い
と
い

う
気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
。
入
学
し
、
一
ヶ
月
以
上
経
っ
た
高
校
生
活
は
素
敵
な
友
達
に
囲
ま

れ
、
充
実
し
て
い
ま
す
。 

○

 
 

今
年
度
の
中
学
生
１
日
体
験
入
学
は
、
７
月
16
日
（
月
）
に
本
校
で
実
施
さ
れ
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
園
芸
科
が
「
農
業
高
校
で
農
業
を
学
ぼ
う
」
、
森
林
科
学
科
が
「
県
産
材
を

使
っ
た
小
物
作
り 

～
キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
～
」
、
環
境
土
木
科
が
「
ト
ー
タ
ル
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
を
使
っ
た
測
量
！
」
、
造
園
緑
地
科
が
「
建
設
機
械
の
操
作
実
習
」
、
食
品
科
学

科
が
「
牛
乳
中
の
成
分
を
調
べ
て
み
よ
う
！
」
と
い
う
内
容
で
体
験
が
行
わ
れ
ま
す
。

普
通
高
校
で
は
学
べ
な
い
特
色
あ
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
多
く
の
皆
さ
ん
に

体
験
に
参
加
し
て
欲
し
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
８
月
19
日
（
日
）
に
は
、
双
葉
ふ
れ
あ
い
文
化
館
で
学
校
説
明
会
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
体
験
で
は
わ
か
ら
な
い
学
校
の
様
子
や
生
徒
た
ち
の
生
の
声
が
聞
け
ま
す
。

ま
た
、
前
期
募
集
検
査
も
含
め
て
入
試
の
話
や
進
路
指
導
に
関
す
る
話
も
聞
け
ま
す
。

そ
し
て
、
来
年
度
入
学
生
か
ら
変
更
に
な
る
あ
る
も
の
の
発
表
も
・
・
・
、
お
楽
し
み

に
。
ぜ
ひ
、
１
日
体
験
入
学
、
学
校
説
明
会
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。
職
員
・
生
徒
一

同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！ 

 

◎
１
日
体
験
入
学 

 
 

７
月
16
日
（
月
）
８
時
20
分
か
ら
受
付
で
す
。 

◎
学
校
説
明
会 

 
 

８
月
19
日
（
日
）
13
時
30
分
か
ら
受
付
で
す
。
14
時 

に
開
始
に
な
り
ま
す
が
、
受
付
時
間
に
吹
奏
楽
部
の
ウ
ェ
ル 

カ
ム
コ
ン
サ
ー
ト
、
郷
土
芸
能
部
の
太
鼓
演
奏
も
あ
り
ま
す
。 

是
非
い
ら
し
て
下
さ
い
。 

 

※
申
し
込
み
は
、
中
学
校
の
先
生
を
と
お
し
て
お
願
い
し
ま
す
。 

○

 
 

２
０
１
９
年
４
月
入
学
生
か
ら
農
林
高
校
の
新
た
な
魅
力
と
し
て
、「
制
服
」
が
変

わ
り
ま
す
。 

新
制
服
は
伝
統
校
と
し
て
の
「
誇
り
」
と
県
下
唯
一
の
農
業
高
校
と
し
て
の
「
魅
力
」

を
表
現
し
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
新
制
服
を
着
用
す
る
こ
と
で
学
校

生
活
も
楽
し
み
に
な
り
、
き
ち
ん
と
し
た
着
こ
な
し
も
身
に
着
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ

と
で
し
ょ
う
。 

 

２
年
生
に
な
っ
た
時
に
は
、
制
服
も
馴
染
ん
で
き
ま
す
が
、
新
制
服
は
入
学
時
、
初

め
て
袖
を
通
し
た
時
の
よ
う
な
「
真
新
し
さ
」
を
２
・
３
年
生
に
な
っ
た
時
に
も
感
じ

る
こ
と
が
で
き
る
機
能
を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
新
制
服
を
農
林
高
校
の
新
た
な
魅
力

の
一
つ
と
し
て
感
じ
な
が
ら
高
校
生
活
を
快
適
に
過
ご
せ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

そ
の
新
制
服
は
８
月
19
日
に
学
校
説
明
会
で
発
表
し
ま
す
。
是
非
、ご
覧
く
だ
さ
い
。 

○
１
年
２
組 

望
月
優
羽 
 

私
が
高
校
で
主
に
頑
張
り
た
い
こ
と
は
、
勉
強
と
部
活
動
で
す
。
勉
強
に
つ
い
て
は
、
将
来
、

食
品
関
係
へ
の
進
学
を
考
え
て
い
る
の
で
、
専
門
の
授
業
で
食
品
の
こ
と
を
し
っ
か
り
学
び
た

い
で
す
。
ま
た
、
英
語
が
苦
手
な
の
で
少
し
ず
つ
克
服
し
て
い
き
た
い
で
す
。
部
活
動
は
郷
土

芸
能
部
に
入
り
、
大
会
に
向
け
て
日
々
練
習
に
励
ん
で
い
ま
す
。
曲
や
リ
ズ
ム
を
覚
え
る
の
は

大
変
で
す
が
、
楽
し
い
の
で
こ
れ
か
ら
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
。
１
年
間
、
ク
ラ
ス
の
委

員
長
と
し
て
も
頑
張
り
ま
す
。 

○

 
 

昨
年
度
、
好
評
だ
っ
た
ア
グ
リ
サ
イ
エ
ン
ス
を
今
年
度
も
開 

催
し
ま
す
。
中
学
生
に
本
校
の
学
習
内
容
を
知
っ
て
も
ら
う
た 

め
に
前
期
は
６
月
16
日
を
皮
切
り
に
７
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
す
。 

【
日
程
】 

６
月
16
日
（
土
）
10
～
11
時       

卵
が
固
ま
る
性
質
を 

調
べ
よ
う
（
食
品
） 

６
月
17
日
（
日
）
10
～
11

30
分  

身
近
な
微
生
物
の
観
察
（
食
品
） 

６
月
23
日
（
土
）
10
～
11
時
30
分  

簡
単
な
本
棚
作
り
（
森
林
） 

６
月
24
日
（
日
）
10
～
11
時
30
分  

ト
ラ
ス
の
不
思
議
（
土
木
） 

７
月
７
日
（
土
）
10
～
12
時
30
分 

「
緑
の
玉
づ
く
り
」 

こ
の
暑
い
夏
に
涼
を
求
め
て
（
造
園
） 

８
月
25
日
（
土
）
10
～
11
時
30
分  

果
物
の
特
性 

-

果
樹
の
葉
の
面
積
を
調
べ
よ
う-

（
園
芸
） 

９
月
２
日
（
日
）
10
～
11
時 

    

樹
木
を
育
て
て
み
よ
う
！
人
を
魅
了
す
る 

「
盆
栽
づ
く
り
」（
造
園
） 昨年度の様子 

昨年度の食品科学科の講座 
「カメレオン焼きそばを作ろう」 



 

進
路
状
況
（
過
去
３
年
間
の
主
な
実
績
） 

 

〈
就
職
〉
日
立
オ
ー
ト
モ
テ
ィ
ブ
シ
ス
テ
ム
ズ
（
株
）、
東
名
化
学
工
業
（
株
）
、
三
井
金
属

ダ
イ
カ
ス
ト
（
株
）
、
TDK
甲
府
（
株
）
、
三
甲
（
株
）
、
（
株
）
宮
入
バ
ル
ブ
製
作
所
、
（
株
）
サ

ン
キ
ム
ラ
ヤ
、（
株
）
は
く
ば
く
、（
株
）
桔
梗
屋
、
ち
ぼ
り
ア
ン
ナ
（
株
）、
福
徳
長
酒
類
（
株
）
、

甲
府
東
洋
（
株
）
、（
株
）
一
条
工
務
店
、
齋
藤
建
設
（
株
）、
龍
王
産
業
（
株
）
、（
株
）
セ
ラ
ミ

ッ
ク
広
大
、
富
岳
通
運
（
株
）、（
株
）
サ
カ
イ
引
越
セ
ン
タ
ー
、（
株
）
常
磐
ホ
テ
ル
、
富
士
屋

ホ
テ
ル
（
株
）、
清
里
高
原
ホ
テ
ル
、（
株
）
オ
ギ
ノ
、（
株
）
い
ち
や
ま
マ
ー
ト
、（
株
）
岡
島
、

三
好
ア
グ
リ
テ
ッ
ク
（
株
）、
山
梨
県
森
林
組
合
連
合
会
、
中
央
森
林
組
合
、
河
野
造
園
土
木
、 

（
有
）
藤
原
造
林
、
東
京
ガ
ス
山
梨
（
株
） 

、
JR
東
日
本
、
自
衛
隊
一
般
曹
候
補
生 

 

〈
進
学
〉
山
梨
学
院
大
学
、
健
康
科
学
大
学
、
帝
京
科
学
大
学
、 

山
梨
英
和
大
学
、
東
京
農
業
大
学
、
日
本
大
学
、
明
治
学
院
大
学
、 

駿
河
台
大
学
、
多
摩
大
学
、
九
州
共
立
大
学
、
山
梨
学
院
短
期
大 

学
、
帝
京
学
園
短
期
大
学
、
山
梨
県
立
農
業
大
学
校
、
山
梨
県
立 

産
業
技
術
短
期
大
学
校
、
山
梨
県
立
峡
南
高
等
技
術
専
門
校
、
山 

梨
県
立
宝
石
美
術
専
門
学
校
、
山
梨
秀
峰
調
理
師
専
門
学
校
、
山 

梨
県
美
容
専
門
学
校
、
甲
府
医
療
秘
書
学
院
、
サ
ン
テ
ク
ノ
カ
レ 

ッ
ジ
、
優
和
福
祉
専
門
学
校
、
大
原
学
園
甲
府
校
、
埼
玉
県
立
農
業
大
学
校
、
関
東
柔
道
整
復

専
門
学
校
、
日
本
工
学
院
八
王
子
専
門
学
校 

〈
平
成
29
年
度
卒
業
生
〉 

○
就
職 

82
名  

進
学 

64
名 

○
進
学
の
内
訳   

大
学 

14
名
・
短
大 

８
名
・
専
門
学
校 

42
名 

（
進
路
指
導
主
事 

酒
井
美
里
） 

 
 
 

 
平
成
三
十
年
第
七
十
回
山
梨
県
高
等
学
校
総
合
大
会
が
５
月
９
日
か
ら
小
瀬
会
場
を
中
心
に
、
３
日

間
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

◆

▽
1500
ｍ 

第
４
位 

 

佐
藤
丈
、
5000
ｍ 

第
６
位 

佐
藤
丈
、
3000
ｍ
Ｓ
Ｃ 

第
５
位 

小
林

裕
介
、
男
子
円
盤
投 

第
４
位 

田
中
悠
太
、
男
子
砲
丸
投 

第
４
位 

鴨
井
賢
、
男
子
ハ
ン
マ
ー
投 

第
１
位 

石
山
大
悟
、
女
子
ハ
ン
マ
ー
投 

第
５
位 

永
田
櫻
、
女
子
や
り
投 

第
６
位 

大
木
桜
有
、
女

子
砲
丸
投 

第
６
位 
永
田
櫻 

◆

◎
団
体
戦
「
優
勝
」
農
林
４
―
３
韮
崎
工
業 

◎
フ
リ
ー
ス
タ
イ
ル
（
個
人
戦
） 

５１
ｋ
ｇ 

河
野
賢
次
郎 

 

第
３
位
、
５５
ｋ
ｇ 
松
本
健
新 

 

第
１
位
、
５５
ｋ
ｇ 

樋
川
悠
作 

第
２
位
、
５５
ｋ
ｇ 

功
刀
広
一 

 

第
４
位
、
６０
ｋ
ｇ 

山
崎
翼 

第
３
位
、
６０
ｋ
ｇ 

深
澤
颯
太 

第
２
位
、
６５
ｋ
ｇ 

小
林

大
悟 

第
１
位
、
７１
ｋ
ｇ 

細
田
義
翔 

第
２
位
、
９２
ｋ
ｇ 

小
尾
優
弥 

第
２
位 

 

【
グ
レ
コ
ロ
ー
マ
ン
ス
タ
イ
ル
】
▽ 

５１
ｋ
ｇ 

河
野
賢
次
郎 

第
３
位
、
５５
ｋ
ｇ 

松
本
健
新 

第
１
位
、

５５
ｋ
ｇ 

樋
川
悠
作 

第
２
位
、
５５
ｋ
ｇ 

功
刀
広
一 
第
４
位
、
６０
ｋ
ｇ 

山
崎
翼 

第
３
位
、
６０
ｋ

ｇ 

深
澤
颯
太 

第
２
位
、
６５
ｋ
ｇ 

小
林
大
悟 

第
１
位
、
７１
ｋ
ｇ 

細
田
義
翔 

第
２
位
、
９２
ｋ
ｇ 

小
尾
優
弥 

第
２
位 

レ
ス
リ
ン
グ
部
「５
年
ぶ
り
４
度
目
の
優
勝
」 

佐
藤
丈
君
「力
走
」で
す 

 
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
「チ
ー
ム
ワ
ー
ク
」  

◆

◎
団
体
戦
【男
子
】 

１
回
戦 

農
林
１ー２
都
留
興
譲
館 
 
 

◆

◎
団
体
戦
【男
子
】 

１
回
戦 

都
留
興
譲
館 

0-3 

◆

◎
団
体
戦
【男
子
】男
子
B
チ
ー
ム
２
回
戦
敗
、
男
子
A
チ
ー
ム 

３
回
戦
敗
退 

【
女
子
】３
回
戦
敗
退 

 

◆

◎
団
体
戦
【男
子
】 

２
回
戦 

山
梨
高
校
２－１
３
回
戦
敗
退 

駿
台
甲
府
高
校
０－３ 

◆

◎
個
人
戦
１
回
戦
敗
退 

吉
岡
晃
英 

１
回
戦
敗
退 

中
嶋
賢
哉 

１
回
戦
敗
退 

志
村
涼
太 

◆

【男
子
】２
回
戦 

農
林
９９－３７
甲
斐
清
和 

 

３
回
戦 

農
林
５５－９０
韮
崎 

◆

 

１
回
戦 

農
林
0－２
塩
山 
 
 
  

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 

（
生
徒
会
指
導
部
主
任 

安
田
紀
久
雄
） 

「祝
」
男
子
関
東
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会 

最
多
六
十
回
出
場 

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
八
日
第
七
十
回
関
東
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
出
場
で
関
東
最
多
の
出

場
回
数
と
な
る
【六
十
回
出
場
】
を
達
成
し
、
関
東
高
等
学
校
体
育
連
盟
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。 

昭
和
二
十
五
年
二
月
二
十
六
日 

第
二
回
関
東
高
等
学
校
駅
伝
競
走
大
会
（
鎌
倉
３
６
．
５
ｋ
ｍ
）に
初
出

場
し
て
か
ら
、
一
つ
一
つ
回
数
を
積
み
重
ね
今
回
で
六
十
回
出
場
と
な
り
ま
し
た
。
第
二
十
九
回
大
会
以
降

四
十
二
年
連
続
出
場
と
な
り
ま
す
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

（
陸
上
競
技
部
顧
問 

山
下
博
） 

 農  林  高  校  新  聞 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
年
度
も
試
験
前
を
除
く
月
曜
日
の
放
課
後
、
生
徒 

た
ち
に
「
基
礎
学
力
を
高
め
る
た
め
の
講
座
」
、「
資
格 

取
得
の
た
め
の
対
策
講
座
」
を
受
講
で
き
る
時
間
お
よ 

び
「
自
主
学
習
の
ス
ペ
ー
ス
」
を
提
供
す
る
と
い
う
、 

「
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
タ
イ
ム
」
が
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
し 

た
。
過
去
の
生
徒
た
ち
が
手
作
り
で
企
画
し
て
実
現
で 

き
た
時
間
で
す
。
参
加
は
強
制
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、 

多
く
の
生
徒
が
利
用
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
先
生
方
に 

協
力
し
て
も
ら
い
、
基
礎
学
力
を
高
め
る
講
座
（
例
え 

ば
、
数
学
講
座
や
理
科
を
学
ぼ
う
、
英
語
講
座
な
ど
） 

を
五
講
座
、
資
格
取
得
対
策
講
座
を
四
講
座
（
例
え
ば
、 

危
険
物
取
扱
者
（
乙
種
４
類
）
や
日
本
漢
字
能
力
検
定 

対
策
講
座
な
ど
）、
そ
の
他
の
教
養
等
を
高
め
る
講
座 

を
七
講
座
（
例
え
ば
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
イ
ー
ツ
選
手
権 

や
山
梨
を
盛
り
上
げ
よ
う
な
ど
）
計
十
六
講
座
開
講
し
て
も
ら
い
、
の
べ
四
十
五
名

の
生
徒
が
登
録
し
学
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
時
間
を
と
お
し
て
、
農
林
高
校
全
体
に
学

習
す
る
と
い
う
雰
囲
気
と
学
習
す
る
習
慣
が
生
ま
れ
、
「
勉
強
っ
て
お
も
し
ろ
い
」 

と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
て
く
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。 

（
教
務
主
任 

本
多
哲
也
） 

実
用
英
語
技
能
検
定
準
二
級
（
１
人
）
、
日
本
漢
字
能
力
検
定
準
二
級
（
３
人
）
、
日
本
語
ワ
ー
プ

ロ
検
定
二
級
（
１
人
）、
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
検
定
準
二
級
（
３
人
）、
日
本
語
ワ
ー
プ
ロ
検
定
三
級

（
３１
人
）、
情
報
処
理
技
能
検
定
二
級
（
２３
人
）、
情
報
処
理
技
能
検
定
三
級
（
３９
人
）、
家
庭

科
被
服
製
作
技
術
検
定
四
級
（
１５
人
）
、
家
庭
科
食
物
調
理
技
術
検
定
二
級
（
７
人
）、
家
庭
科
食

物
調
理
技
術
検
定
三
級
（
１６
人
）、
家
庭
科
食
物
調
理
技
術
検
定
四
級
（
７６
人
）
、
Ｆ
Ｆ
Ｊ
検
定

上
級
（
４６
人
）、
Ｆ
Ｆ
Ｊ
検
定
中
級
（
８６
人
）
、
ア
グ
リ
マ
イ
ス
タ
ー
顕
彰
シ
ル
バ
ー
（
８
人
）、

ト
レ
ー
ス
技
能
検
定
二
級
（
５０
人
）
、
ト
レ
ー
ス
技
能
検
定
三
級
（
５５
人
）
、
ト
レ
ー
ス
技
能
検

定
四
級
（
２８
人
）
、
計
算
技
術
検
定
三
級
（
３６
人
）
、
計
算
技
術
検
定
四
級
（
１８
人
）
、
小
型
車

両
系
建
設
機
械
（
整
地
等
）、
運
転
特
別
教
育
（
２６
人
）
、
労
働
安
全
衛
生
教
育
修
了
（
刈
払
機
）

（
２４
人
）
、
労
働
安
全
衛
生
教
育
修
了
（
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
）（
２４
人
）
、
普
通
救
命
講
習
修
了
（
２８

人
）
、
危
険
物
取
扱
者
乙
種
四
類
（
３
人
）
、
園
芸
装
飾
技
能
士
三
級
（
４
人
）
、
フ
ラ
ワ
ー
装
飾
技

能
士
三
級
（
１０
人
）、
造
園
技
能
士
三
級
（
２４
人
）
、
造
園
施
工
管 

理
技
術
検
定
二
級
（
３
人
）、
菓
子
検
定
二
級
（
２
人
）
、
料
理
検
定 

二
級
（
３
人
）
、
小
規
模
ボ
イ
ラ
ー
取
扱
講
習
修
了
（
４１
人
）、
運 

転
技
能
者
（
小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
）
（
１０
人
） 

資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
、
将
来
の
仕
事
の
選
択
幅
が
増
え
ま 

す
。
ま
た
、
多
く
の
資
格
を
取
得
し
て
こ
と
で
、
充
実
し
た
高
校 

生
活
を
過
ご
し
て
い
る
姿
が
垣
間
み
ら
れ
ま
す
。 

（
農
場
長 

嶋
津
文
彦
） 

平成３０年 ７月 ７日 第３０-１号 

〇
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
紹
介 

 

農
林
高
校
で
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
様
々
な
情
報
を
発
信 

し
て
い
ま
す
。
学
校
案
内
、
年
間
行
事
予
定
、
進
路
情
報
、 

収
穫
感
謝
祭
に
関
す
る
情
報
等
の
ほ
か
、
農
林
高
校
の
日
常 

を
つ
づ
っ
た
「
農
林
高
校
の
日
々
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
も
あ
り 

ま
す
。
学
校
の
中
で
起
き
て
い
る
色
々
な
出
来
事
を
お
伝
え 

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

☆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
情
報
は
「
山
梨 

農
林
高
校
」
を
検
索
。 

ま
た
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ホ
な
ど
で
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み 

込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

〇
第
五
十
三
回 

収
穫
感
謝
祭 

本
校
の
伝
統
行
事
の
収
穫
感
謝
祭
は
、
平
成
三
十
年
十
一
月
十
日
（
土
）
に
開

催
さ
れ
ま
す
。
生
徒
会
・
農
業
ク
ラ
ブ
が
中
心
に
な
り
、
地
域
の
方
々
と
の
交
流

を
図
り
ま
す
。
日
頃
の
学
習
の
成
果
と
し
て
、
丹
精
込
め
て
作
っ
た
農
産
物
や
加

工
品
を
販
売
し
ま
す
。 

アーク・ガス溶接実技講習 

ＨＰのＱＲコード 

漢字検定講座 数学講座 

進路講演会の様子 

昨年度の収穫祭の様子 


